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論文原稿にベクターpdf画像を載せる際に必要になる「pdfのクロップ」をWindows上で簡単に実施する方法のメモ．この方法で不要部分を切り取っておけば，原稿中での表示範囲指定をせずにすむ．



[お薦め]Brissを使う方法

2017年5月現在，この方法が一番のお薦め．Javaで動作するフリーソフトで，pdfの切り出しに機能が限定されているので，起動と処理が速い．ここが公式サイトか？PDFを読み込んで，切り出す範囲の枠位置をpdfの画像上でクリック＆ドラッグで指定して保存ボタンを押すだけ．このようにして切り出したpdfは，LaTeXの\includegraphicsコマンドで原稿に配置する際，bbやviewport指定なしに切り出した範囲が表示される．pdfに含まれるベクターデータも，ラスタデータにすることなく切り出せる．

紹介サイト

・粗大メモ置き場　無料ソフト「Briss」を使ってPDFをトリミングする 

・MOONGIFT これは便利。PDFから指定部分だけを切り出す「Briss」

・そこはかとなくかくよん　PDFをBrissでkindle用に余白を切り取る

[他の候補]Webサービスを使う方法

Crop PDF や作物PDFといったWebサイトでもpdfをアップロードすれば不要部分の切り取りができるようだ．ただし，ベクターpdfにも対応しているかは未確認．論文原稿に使用するデータをここにアップロードするのは怖い．

[他の候補]Acrobatを使う方法

Adobe Acrobat DCなど，pdfの本家のソフトウェアでもpdfの切り出しができる機能が有料オプションとして用意されている．しかし，どうやらpdfの表示部分の範囲を変えるだけで，切り取られた部分が削除されるわけではないらしい．ベクター画像はラスタライズされずそのままベクターのまま保存されるのだろうとは思うが，未確認．また，このようにして切り出したpdfをLaTexに\includegraphicsで配置した場合に，bb指定が必要かも未確認．

[不可]PDF Slimを使う方法

.NetFrameWorkで動作するフリーソフト．ここでダウンロードできる．残念ながらWindows10(64bit)では保存完了表示がでるもののデータが出力されていなかった．そのため，ベクターpdfの切り出しにも対応しているかは未確認．
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人が触れ合いやすい小型のアンドロイドロボットの実現を目指し，柔らかくも機能的な骨格・皮膚デバイスの研究開発や人を測る実験を行っています．大阪大学工学研究科講師（大須賀公一教授研究室）．元JSTさきがけ研究者．理化学研究所　客員研究員．国際電気通信基礎技術研究所（ATR）連携研究員．






人気の記事

	
		
			1
			

			論文タイトルは５ステップで決める -実例付き解説-

			170,142 views

		
	
	
		
			2
			

			パラグラフライティングの作法 -書き手にもメリットのある文配置ルール...

			162,314 views

		
	
	
		
			3
			

			アブストラクトの書き方 -４つのステップを実例付きで-

			160,237 views

		
	
	
		
			4
			

			ポスター発表の作成例見本 -見やすく説明もしやすい構成のコツ-

			147,229 views

		
	
	
		
			5
			

			研究発表の質疑応答で失敗しないための１０のコツ

			132,941 views

		
	
	
		
			6
			

			分かりやすいプレゼンスライドを作れる研究発表用テンプレート

			109,774 views

		
	
	
		
			7
			

			論文の書き方 -➀アウトラインを設計して草案を書く-

			81,292 views

		
	
	
		
			8
			

			ポスター発表の本番は最初の１分が勝負 -不安を感じない話し方のコツ-

			61,926 views

		
	
	
		
			9
			

			論文の書き方 -➁アウトライン草案から要約版論文を書き起こす-

			60,660 views

		
	
	
		
			10
			

			オンラインLaTeXエディタOverleafの導入方法と使用感

			46,078 views

		
	




			

		
	


	
		
			
				特集記事

				
					
						
							
								
							

							
								
									成果動画ギャラリー

									2021.10.19
									698 views
								

							

							成果動画ギャラリー

							2021.10.19Research, 研究業績698 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									アンドロイドの機械性能評価

									2021.07.08
									709 views
								

							

							アンドロイドの機械性能評価

							2021.07.08Research, 研究テーマ709 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									アンドロイド皮膚による高難度手術手技評価

									2021.07.02
									551 views
								

							

							アンドロイド皮膚による高難度手術手技評価

							2021.07.02Research, 研究テーマ551 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									顔皮膚の動きの精密計測

									2021.07.02
									996 views
								

							

							顔皮膚の動きの精密計測

							2021.07.02Research, 研究テーマ996 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									取り組み中のテーマ一覧

									2021.07.01
									698 views
								

							

							取り組み中のテーマ一覧

							2021.07.01Research, 研究テーマ698 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									原著論文及び解説・意見論文

									2018.11.10
									3,081 views
								

							

							原著論文及び解説・意見論文

							2018.11.10Research, 研究業績3,081 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									学会発表

									2018.11.10
									3,437 views
								

							

							学会発表

							2018.11.10Research, 研究業績3,437 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									招待講演

									2018.11.10
									631 views
								

							

							招待講演

							2018.11.10Research, 研究業績631 views

							Research

						
					
					
						
							
								
							

							
								
									特許とメディア

									2018.11.09
									652 views
								

							

							特許とメディア

							2018.11.09Research, 研究業績652 views

							Research

						
					
				

			

		


	
		研究をうまく進めるためには専門技術だけでは不十分だということを知っていますか？

このサイトでは、特に研究を始めたばかりの学生さん向けに、基礎的な研究技術について解説しています。



		研究技術入門はこちら
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